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モ リブデン酸ガドリニウム (GMO)は, T｡-159℃ に転移点を持っ間接型強誘

電体である｡強誘電相は,パ ラ相のブ リルアンゾーン ･コー ナーの非極性ソフ トフォノ

ンが引き金 とな'って出現することが予想され,中性子散乱によって確認された｡

ソフ トモー ドは,結晶の静的動的性質を欽定する要因である｡本実験では, GMOの

弾性異常,特に音波の減衰定数を求めるために,プ リルアン散乱のスペク トル巾の測定

を行なった｡結晶の不完全性による強い中心成分の裾を取 り除くためにダブル ･ファブ

リペ ロー干渉計が用いられた｡

測定されたモー ドは,フェロ相 a軸 とb軸に沿 って進行する縦波である｡ (それぞれ

Cll-mode,C22-mOde と呼ぶことにするo) パラ相では,これらのモー ドは･

縮退するo (Cll- C22-mode)o

測定結果は,次のとお りである｡

(1) 測定されたすべてのモー ドの減衰定数は転移点近傍で臨界的に増大する｡特に

Cll-mOdeの異常は･顕著であり転移点直下では･-波長程度 しか進行 しない｡

(2) 減衰定数は,指数法則Z.～JT-T′了 βに, fi.された｡

β- 0.92二± 0.06

β= 1.6 ± 0.6

β- 1.7 ± 0.4

(Cll-mode)

(C22-mode)

(cll - C22-mode)

パ ラ相のCl1- C22- mOdeのフォノンは･ 2コのソフ トフォノンと結合 し得 る｡

このような相互作用による減衰異常は, Pytteらによって理論的に調べられている｡

G九4~0 のように beavily oTerdan.ped soft phononとの相互作用する場合には

p- y2 (等方的分散関係)
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β - 2 (二次元的分散関係)

である｡冥験的に得 られた値はこれ らの値に近 く, GMOでは,このような機構で異常

が生 じているようである｡

しか しフェロ相の臨界指数は

ll) two-phonon' three-phonan, four-phonon process が可能であ

ること｡

(2)パ ラ相のソフ トフォノンの振動数の温度依存性が, Curie-Weiss的 でないこ

とが予想 されていること｡

から, どのような意味を,持 っているか明らかではない｡

SrTi03と KTa03のラマン散乱

電総研 植 寛 素

(I) ス トレス誘起強誘電相転移

srTi03と KTa03には誘電率の著 しい温度変化に対応 して･ L･S･T･関係

によって結びつけられたいわゆるコクランモー ドが存在 し,その温度変化は中性子散乱

や電場誘起 ラマン散乱によってよく調べられている｡このコクランモー ドは低温になる

と着ているフォノンの衣が薄 くな り, ソフ トになるが極低温 ではゼ ロ点振動により安定

化 されて有限な周波数にとどまり相転移が起 らない.これ厄 Barret効果 として知 られ

ている｡

これ らの結晶に-軸性ス トレスを加えると,ス トレス軸に直角な面内で結晶格子は膨

張 し短距醸力が減少するため格子は不安定 とな り,結晶が破壊 しない程度の大きさのあ

る臨界ス トレス値 でコクランモー ドが凍結することが予想 される｡これ を誘電率のほう

から考察するために･極低温に到るまで立方相のままでいる KTaO31の (OJO)面に
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